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「第2章 中枢におけるテストステロンの産生と生理作用 川戸執筆」

第１章 テストステロンの産生と生理作用

テストステロンTは精巣 Leydig 細胞で賛成される。その他では海馬、筋
肉、脂肪でも賛成される。血中において T はSHBG結合型.(35～75%)、ア
ルブミン結合型と遊離型とを合わせて生物活性を有するbioavailable 
testosteroneと呼ばれる。……….。SHBG結合型は強く結合しており、生物
活性はない。加齢によってSHBG型が漸増するので、総Tが変化しなくて
もbioavailable T は相対的に減少すると考えられる。……
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